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少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の
中

で
の
、
定
住
促
進
と
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
ー
へ
の
将
来
像
に
つ
い
て

　
　
本
市
の
取
り
組
み
と
そ
の
成
果
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
で
は
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
県
が
主
催

し
て
い
る
な
が
さ
き
田
舎
暮
ら
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
に

参
加
し
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
情
報
収
集
、
Ｐ
Ｒ
に

努
め
、
相
談
さ
れ
た
方
の
う
ち
三
世
帯
七
人
の
移

住
を
確
認
し
て
い
る
。

　
　
し
ま
ば
ら
田
舎
暮
ら
し
情
報
の
ア
ク
セ
ス
数

と
効
果
は
。
ま
た
、
定
住
促
進
の
施
策
は
ど
う
か
。

　
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
総
務
省
の
交
流
居

住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
お
い
て
情
報
発
信
を
行
っ

て
お
り
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
相
談
で
市
に
直
接
あ
っ

た
も
の
が
八
十
二
件
、
交
流
居
住
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
通
じ
て
の
ア
ク
セ
ス
が
年
間
六
百
件
で
あ
る
。

ま
た
、
定
住
促
進
の
施
策
は
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
以
外

に
も
、
現
に
生
活
さ
れ
て
い
る
方
が
い
か
に
地
元

に
残
っ
て
い
た
だ
け
る
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
で

あ
り
、
福
祉
、
教
育
の
施
策
の
充
実
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。

　
　

　
　
雲
仙
暮
ら
し
の
体
験
施
設
は
半
島
で
唯
一
の

短
期
滞
在
型
の
体
験
施
設
だ
が
、
本
市
で
の
検
討

課
題
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
空
き
家
の
調
査
状
況

と
活
用
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
農
林
漁
業
体
験
施
設
で
あ
る
舞
岳
山
荘
の
利

活
用
を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
県
の
宅
建
協
会
の

島
原
支
部
に
よ
る
と
、
戸
建
貸
家
の
空
き
状
況
は
、

昨
年
の
九
月
現
在
で
六
九
軒
、
集
合
住
宅
で
百
八

十
六
室
と
聞
い
て
い
る
が
、
同
協
会
の
管
理
し
て

い
な
い
分
に
つ
い
て
は
十
分
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　
　
企
業
誘
致
に
対
し
て
現
実
的
な
考
察
は
。

　
　
現
在
の
経
済
情
勢
、
地
理
的
条
件
を
考
え
る

と
非
常
に
厳
し
い
が
、
農
林
水
産
業
と
食
品
製
造

業
な
ど
と
の
連
携
に
対
す
る
支
援
制
度
の
検
討
を

行
い
た
い
。

　
　
地
域
交
通
網
、
特
に
諫
早
イ
ン
タ
ー
ま
で
の

高
速
道
路
の
実
現
性
、
可
能
性
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
買
い
物
弱
者
や
通
院
弱
者
の
た
め
の
交
通
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
計
画
を
示
し
て
ほ
し
い
。

　
　
県
も
国
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と
い
う
前
向

き
な
姿
勢
が
出
て
き
た
の
で
、
ぜ
ひ
実
現
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ス
、

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
実
証
運
行
を
重
ね
、

利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
の
整
備
に
取
り
組
み
た

い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
交
流
人
口
と
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て

　
　
九
月
二
日
か
ら
敬
老
の
日
ま
で
に
該
当
す
る

人
に
支
給
さ
れ
な
い
事
態
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　
状
況
に
よ
り
要
綱
の
変
更
は
可
能
で
は
あ
る
。

　
　
各
地
区
に
あ
る
地
区
社
協
は
独
立
し
て
い
る

の
か
。

　
　
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
た
機
関
で
あ
る
。

　
　
事
業
の
内
容
は
。
ま
た
、
予
算
は
あ
る
の
か
。

　
　
会
食
・
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
世
代
間
交
流
事
業

等
で
あ
り
、
市
社
協
の
予
算
に
、
推
進
事
業
助
成

金
等
が
四
百
四
十
七
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
　
印
鑑
登
録
証
の
再
交
付
の
と
き
、
な
ぜ
実
印

が
必
要
な
の
か
。
（
実
印
は
紛
失
し
て
い
な
い
）

　
　
新
規
登
録
と
同
様
の
手
続
き
と
な
る
。

　
　
小
・
中
学
校
の
体
育
館
に
ク
ー
ラ
ー
を
設
置

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
文
科
省
の
動
向
等
も
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
　
小
川
や
緑
を
ふ
や
し
て
森
の
中
に
市
が
あ
る

よ
う
な
街
づ
く
り
に
取
り
組
め
な
い
か
。

　
　
豊
か
な
湧
水
と
緑
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
の
で
、
今
後
、
市
内
の
緑
化
に

向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

　
　
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
、
市
長
や
職

員
の
ボ
ー
ナ
ス
半
減
、
議
員
報
酬
の
日
当
制
等
が

専
決
処
分
さ
れ
、
議
決
が
不
承
認
の
場
合
の
取
り

扱
い
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
不
承
認
で
あ
っ
て
も
、
専
決
処
分
の
効
力
に

は
影
響
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
国
や
県
は
市
議
会
を
開
か
せ
る
こ
と
は
で
き

る
の
か
。

　
　
長
に
議
会
を
招
集
す
る
よ
う
促
す
こ
と
は
で

き
る
と
思
う
が
、
法
的
強
制
力
は
な
い
。

　
　
共
働
き
世
帯
の
増
加
に
よ
り
、
夏
休
み
期
間

中
の
児
童
・
生
徒
と
社
会
教
育
は
ど
の
よ
う
に
か

か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　
　
各
公
民
館
で
寺
小
屋
式
的
な
教
室
を
開
く
準

備
を
進
め
て
お
り
、
将
来
的
に
は
夏
休
み
期
間
中

に
も
、
教
室
を
開
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
プ
ー
ル
利
用
時
の
監
視
体
制
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
各
学
校
で
監
視
員
の
数
に
差
は
あ
る
が
、
市
、

学
校
、
育
友
会
で
連
携
し
て
監
視
し
、
子
供
た
ち

の
活
動
の
場
と
し
て
開
放
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
百
歳
以
上
の
市
民
の
生
存
調
査
に
つ
い
て

　
島
原
市
敬
老
祝
金
支
給
要

綱
に
つ
い
て

　
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に

つ
い
て

　
印
鑑
登
録
証
交
付
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て

　
専
決
処
分
の
承
認
・
不
承

認
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
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夏
休
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に
つ
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て
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に
つ
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